
秋田家（井筒屋）の歴史 

 秋田家は、屋号を「井
い

筒
づつ

屋
や

」といい、織物産業を支えた綿
めん

糸
し

商の大店
おおだな

でした。初代

は文政 9 年（1826）に近郊で生まれ、分家して当地で商いを始めたと伝えられていま

す。2 代目伊三郎は安政 3 年（1856）に生まれ、家業の和洋紡績綿糸商の他、所沢銀

行や所沢商業銀行の発起人にもなりました。明治 35年（1902）に発行された『埼玉県

営業便覧』には、現在地に「綿糸商 秋田伊三郎」、道の向かい側に「織物仲買商 秋

田政（正）太郎」と明治 10年（1877）生まれの 3代目正太郎の名前がみられることか

ら、原料の糸だけでなく織物も扱っていたことがわかります。 

 また、秋田家は商いのほかに町のためにも尽力しています。明治43年（1910）に浦

町（現有楽町）に川越区裁判所所沢出張所が開設された折には、私有地を提供して「秋

田新道」を開設しており、東川に架かる橋は「井筒橋」と命名されました。大正2年（1913）

には、町内にあった雛
ひな

沢
ざわ

座
ざ

を買い取り、全面改修のうえ、「歌舞伎座」として再建しま

した。 

さらに、同年10月7日には、渋沢栄一が飯能に向かう途中、新築の座敷で若婦人から 

  お茶の接待を受けたことが、『渋沢栄一伝記資料』の57巻に記されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斜線は非公開部分 

秋田家の建物は道路に面した店舗兼主屋、その奥西寄りに 

ある土蔵、さらに奥の離れ、離れを囲む門及び塀からなりま 

す。建てられた年代については、土蔵には明治 15年の墨書 

「紀元 2542年 3月 11日 2代目伊三郎 建之」があります 

が他については不明です。 

 店舗兼主屋は出桁造りで正面の木部全てに銅板張りが施さ 

れています。屋根は入間郡東金子村小谷田で製造されていた 

小谷田瓦瀧澤製が葺かれています。また、店には揚戸の跡や 

銀行だった頃の痕跡などがあり店の変遷がわかります。土蔵は店から直接入ることが出来ますが、こ

のような内蔵の例は所沢の商家では珍しく、一階は早い時期に部屋として改造されています。黒漆喰

磨き仕上げの観音扉の土戸が 2か所にあります。 

 店舗兼主屋の 2 階は数寄屋風の明るい座敷で絵入砂摺りガラスを用いるなど瀟洒な造りとなって

います。床脇の違い棚は二見棚という造りです。なお当家で一番格式のある離れには大正元年に伏見

宮貞愛親王が宿泊されました。近年のめまぐるしい変貌の中で、織物の町であったことを伝えてくれ

る貴重な建物といえます。 
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土蔵の見どころ 
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離れの見どころ 

 

 

 

主室 

主室の天井 


